
タバコを吸い続けると、喫煙者の身体は少しずつ着実にダメージを受け続けます。吸い込んだ煙に

含まれる有害成分が身体のいろんな臓器にダメージを与えるのですが、その中でも広い範囲で影響

を及ぼす症状を紹介します。 

それは、全身に張りめぐらされている血管が受けるダメージです。下図のようにタバコの有害物質が

血管の状態を悪化させるのです。具体的には動脈の血管が硬くなり弾力性が失われる動脈硬化を起

こしたり、縮んだりします。一方で喫煙者は慢性的に酸素不足となっているので、それを補うため血液

が多く生成されています。すると狭くなった血管で血液の流れが悪くなって血液が固まり血栓ができ最

悪の場合、血管が詰まった

り破れたりする事態となりま

す。 

 

例えば、脳の動脈が破れ

たり詰まると脳
のう

梗塞
こ う そ く

、心臓な

ら心筋
しんきん

梗塞
こ う そ く

、胸部なら急性

大動脈解離
か い り

などの緊急性

の高い大きな病気になって

しまいます。しかも、突然発

症します。 

長年、喫煙を続けると気

付かないうちに血管がダメ

ージを受け、突然病床につ

く日が訪れる確率が高くな

るのです。 

 

ある日突然、脳や心臓の

病気になるなんて、そんな

怖いことは想像もしたくない

ですよね。 

だから、タバコはやめて

おきましょう。 
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